
FAXリレー

この章では、Cisco Unified Cisco Mobility Expressの制御下でアナログ Foreign eXchange Service
（FXS）ポートの SkinnyClient Control Protocol（SCCP）FAXリレーを有効にする方法について
説明します。

•ファクスリレーの前提条件（1ページ）
•ファクスリレーの制約事項（2ページ）
•ファクスリレーについて（2ページ）
• FAXリレーの構成（5ページ）
•ファクスリレーの設定例（7ページ）
• FAXリレーの機能情報（7ページ）

ファクスリレーの前提条件
• Cisco Unified CME 4.0(3)以降のバージョン。

•ご使用の音声ゲートウェイが Cisco Unified CMEルータとは別のルータになっている場合
は、Cisco IOS Release 12.4(11)T以降の IP音声イメージが必要。

• SCCP Telephony Control（STC）アプリケーションが有効になっていること。
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• Cisco Unified CME 4.0(3)よりも前の Cisco Unified CMEバージョンには、ファクスを
設定するための手動制御オプションが 2つあります。

•ファクスゲートウェイプロトコル

特定のファクスリレープロトコルと組み合わせて H.323または Session Initiation
Protocol（SIP）を使用するように、Cisco VG224、FXSポート、またはアナログ
電話アダプタ（ATA）を設定します。「ファクス、モデム、テキストサポート
の IP構成ガイド」を参照してください。

• SCCPによる G.711ファクスパススルー

これは Cisco Unified CME 4.0(3)よりも前の Cisco VG224および FXSポートでの
ファクスのデフォルト設定です。「ファクス、モデム、テキストサポートの IP
構成ガイド」を参照してください。

（注）

ファクスリレーの制約事項
• SCCP FXSポートに対する Cisco Unified CMEでの RFC2833 Dual Tone MultiFrequency
（DTMF）ディジットリレーはサポートされていません。

• Cisco Unified CME制御下の SCCP FXSポートでは、RFC2833 DTMFリレーがネイティブ
サポートされません。ただし、CiscoUnifiedCMEは、SCCP制御の FXSポートと組み合わ
せて使用された場合、H323および SIPインターフェイスで DTMFディジットと RFC2833
DTMFリレーとの間の変換をサポートできます。

• Cisco FAXリレーは、表 1 : FAXリレーでサポートされているゲートウェイ、モジュー
ル、および VIC （4ページ）で一覧されている Cisco IOSゲートウェイおよびネット
ワークモジュールのみでサポートされます。

ファクスリレーについて

ファクスリレーと装置

•ファクスリレー機能は、Cisco IOSゲートウェイに接続された従来のアナログ電話機を
Cisco Unified CMEで制御できるようにし、かつアナログエンドポイントおよび IPエンド
ポイント間で機能が相互運用できるようにすることによって、音声ネットワークにおける

既存の顧客宅内装置（CPE）の使用をサポートします。

•音声ゲートウェイは Cisco Unified CMEに使用されている同じルータにすることができま
す。または、別のルータ（たとえば、Cisco VG224）であってもかまいません。
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ファクスリレーの制約事項

http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/ios-xml/ios/voice/fax/configuration/12-4/vf-12-4-book.html
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/ios-xml/ios/voice/fax/configuration/12-4/vf-12-4-book.html
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/ios-xml/ios/voice/fax/configuration/12-4/vf-12-4-book.html
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/ios-xml/ios/voice/fax/configuration/12-4/vf-12-4-book.html


•ファクスリレー機能によって、PSTN時分割多重（TDM）インフラストラクチャを VoIP
で簡単に置き換えられます。

Ciscoファクスリレーの機能設計
Ciscoファクスリレーは、Real-time Transport Protocol（RTP）を使用してファクスデータの転
送を行う独自のファクスリレー実装です。これは Cisco音声ゲートウェイでのデフォルトの
ファクスリレータイプで、Cisco Unified CME 4.0(3)以降のバージョンにサポートされる唯一
のファクスオプションです。ファクスリレー機能は、Cisco Integrated ServicesRouter（ISR）ま
たはCiscoVG224アナログゲートウェイに接続されたアナログポートでの補助機能を拡張しま
す。アナログFXSポート経由のコールは、CiscoUnifiedCMEシステムによって制御されます。

SCCP拡張機能が導入される以前は、SCCPゲートウェイはファクスパススルーのみをサポー
トしていました。SCCP拡張機能によって、Ciscoファクスリレーと Super Group 3（SG3）か
ら G3へのファクスリレーのサポートが追加されます。この機能を使用すると、2台の SG3
ファクス機間でのファクスストリームをG3速度（14.4 kbps未満）に下げるネゴシエートが可
能になり、SG3ファクス機がG3ファクス機とファクスリレーで相互運用できるようになりま
す。

Cisco音声ゲートウェイ上の SCCP Telephony Control（STC）アプリケーションは、ローカルに
接続されたアナログ電話機を個々のエンドポイントとして、コール制御システムに対して提示

し、このコール制御システムは、アナログ電話機を IPPhoneと同じように制御できるようにし
ます。この機能により、ゲートウェイに接続されたエンドポイントは、CiscoUnifiedCMEに直
接接続された IP Phoneで使用できるものと同じテレフォニー機能を共有できます。SCCP拡張
機能は、IPテレフォニーネットワーク内のアナログエンドポイント間の相互運用性を提供し
ます。

図 1 : Cisco Unified CMEファクスリレー展開（3ページ）に、Cisco Unified CMEトポロジで
のファクスリレー機能の複数サイトへの展開を示します。

図 1 : Cisco Unified CMEファクスリレー展開

ゲートウェイ制御の FAXリレー機能についての詳細は、「FAXリレーの構成（5ページ）」
を参照してください。
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FAXリレーでサポートされているゲートウェイ、モジュール、および音声インターフェ
イスカード

表 1 : FAXリレーでサポートされているゲートウェイ、モジュール、および VIC （4ページ）
に、サポートされるゲートウェイ、モジュール、および音声インターフェイスカード（VIC）
を示します。

表 1 : FAXリレーでサポートされているゲートウェイ、モジュール、および VIC

VICネットワークモジュールと拡張モジュール拡張モジュー

ル

ゲートウェ

イ

• VIC2-2FXS

• VIC-4FXS/DID

• VIC2-2BRI-NT/TE

• NM-HD-1V

• NM-HD-2V

• NM-HD-2VE

—• Cisco
2801

• Cisco
2811

• Cisco
2821

• Cisco
2851

• Cisco
3825

• Cisco
3845

—• EVM-HD-8FXS/DID

• EM-3FXS/4FXO

• EM-HDA-8FXS

• EM-4BRI-NT/TE

• EVM-HD• Cisco
2801

• Cisco
2821

• Cisco
2851

• Cisco
3825

• Cisco
3845
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VICネットワークモジュールと拡張モジュール拡張モジュー

ル

ゲートウェ

イ

• VIC2-2FXS

• VIC-4FXS/DID

• VIC2-2BRI-NT/TE

• NM-HDV2

• NM-HDV2-1T1/E1

• NM-HDV2-2T1/E1

—• Cisco
2801

• Cisco
2811

• Cisco
2821

• Cisco
2851

• Cisco
3825

• Cisco
3845

———• Cisco
VG 224

FAXリレーの構成

SCCP電話機での FAXリレーの構成

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. voice service voip
4. fax protocol cisco
5. fax-relay sg3-to-g3
6. exit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•プロンプトが表示されたら、パスワードを入力
します。Router> enable

FAXリレー
5

FAXリレー

FAXリレーの構成



目的コマンドまたはアクション

グローバル構成モードを開始します。configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

音声サービスコンフィギュレーションモードを開

始し、VoIPカプセル化を指定します。
voice service voip

例：

ステップ 3

Router(config)# voice service voip

SCCPアナログエンドポイントのファクスプロトコ
ルとして Cisco独自のファクスプロトコルを指定し
ます。

fax protocol cisco

例：

Router(config-voi-serv)# fax protocol cisco

ステップ 4

•このコマンドは、デフォルトで有効になってい
ます。

•これは Cisco Unified CME 4.0(3)以降のバージョ
ンでサポートされる唯一のオプションです。

（任意）2台の SG3ファクス機間でのファクススト
リームを G3速度に下げるネゴシエートを有効にし
ます。

fax-relay sg3-to-g3

例：

Router(config-voi-serv)# fax relay sg3-to-g3

ステップ 5

現在のコンフィギュレーションモードを終了しま

す。

exit

例：

ステップ 6

Router(config-voi-serv)# exit

FAXリレーの構成の確認とトラブルシューティング
Cisco Fax Relay構成を確認するには、show-running configコマンドを使用します。出力例は、
FAXリレーの構成例（7ページ）にあります。

次のコマンドを使用すると、SCCPゲートウェイ制御のファクスリレーを確認およびトラブル
シューティングできます。

• show voice call summary — FAXリレー音声ポート設定を表示します。

• show voice dspFAXリレーデジタルシグナルプロセッサ（DSP）チャネルステータスを表
示します。

• debug voip application stcapp all— SCCP Telephony Control（STC）アプリケーション FAX
リレー情報を表示します。

• debug voip dsm all — FAXリレー DSP Stream Manager（DSM）メッセージを表示します。

• debug voip dsmp all FAXリレー Distributed Stream Media Processor（DSMP）メッセージを
表示します。
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• debug voip hpi all —RTPパケットイベントのゲートウェイ DSP FAXリレー情報を表示し
ます。

• debug voip vtsp allファクスコールに対するゲートウェイ voice telephony service provider
（VTSP）デバッグ情報を表示します。

これらコマンドについては、「Cisco IOS Voiceコマンド参照資料」、「Cisco Unified
Communications Manager Expressコマンド参照資料」、「Cisco IOS構成基礎コマンド参照
資料」を参照してください。

（注）

ファクスリレーの設定例

FAXリレーの構成例
voice service voip

fax-relay sg3-to-g3

ephone-dn 44
number 1234
name fax machine

ephone 33
mac-address 1111.2222.3333
button 1:44
type anl

FAXリレーの機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフ

トウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだ

けを示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリー

スでもサポートされます。
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ファクスリレーの設定例

http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/ios/voice/command/reference/vr_book.html
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/cucme/command/reference/cme_cr.html
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/cucme/command/reference/cme_cr.html
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/ios/fundamentals/command/reference/cf_book.html
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/ios/fundamentals/command/reference/cf_book.html


プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検

索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 2 : Cisco FAXリレーの機能情報

機能情報Cisco Unified Cisco Mobility
Expressのバージョン

機能名

Cisco Unified CMEで制御される Cisco IOS音声
ゲートウェイのアナログ FXSポートでファクス
リレーが可能です。

4.0(3)FAXリ
レー
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http://www.cisco.com/go/cfn


翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


